
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

等

の

指

定

指

導

監

査

室

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

の

更

新

【

公

告

】

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

税

務

課

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

新

設

に

関

す

る

届

出

の

縦

経

営

支

援

課

覧

【

人

事

委

員

会

】

○

災

害

派

遣

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

人

事

委

員

会

す

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

【

労

働

委

員

会

】

○

岡

山

県

労

働

委

員

会

あ

っ

せ

ん

員

候

補

者

労

働

委

員

会

【

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

】

○

岡

山

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

公

聴

会

の

開

催

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

○

第

五

百

十

六

回

岡

山

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

の

〃

開

催 岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
十
八
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
五
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申

請
の

概
要

申
請

者
の

氏
名

又
は

名
称

及
び

住
所

並
び

に
法

人
に

あ
て

は
そ

の
代

表
者

の
氏

名
(
1
)

っ

名
称

丸
五

ゴ
ム

工
業

株
式

会
社

住
所

倉
敷

市
上

富
井

番
地

5
8

氏
名

取
締

役
社

長
藤

木
達

夫

工
場

又
は

事
業

場
の

名
称

及
び

所
在

地
(
2
)名

称
丸

五
ゴ

ム
工

業
株

式
会

社
矢

掛
工

場

所
在

地
小

田
郡

矢
掛

町
東

川
面

番
地

4
1
7
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 新 設

51の２ 51の２
自動車用タイヤ若しく 自動車用タイヤ若しく
は自動車用チューブの は自動車用チューブの
製造業，ゴムホース製 製造業，ゴムホース製
造業，工業用ゴム製品 造業，工業用ゴム製品

種 類 製造業（防振ゴム製造 製造業（防振ゴム製造
業を除く ，更生タイ 業を除く ，更生タイ。） 。）
ヤ製造業又はゴム板製 ヤ製造業又はゴム板製
造業の用に供する直接 造業の用に供する直接
加硫施設 加硫施設
（Ｎｏ．43） （Ｎｏ．44）

能 力 72.3kg／回 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 工事着手後２週間 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 平成30年７月 平成30年８月

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 15時間／日 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.29 0.46
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6.5 7.0
最大の値並びに

 当該汚水等の通 ＢＯＤ（mg／Ｌ） 404.3 549.6
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 808.6 1099.2

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 19.0 53.0 同左

油 分（㎎／Ｌ） 2.6 5.8

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 6.0 9.9

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 0.33 0.50

チウラム（㎎／Ｌ） <0.0006 <0.0006

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

変更なし

(5) 排水口に関する事項

変更なし

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 平成30年５月１日から同月22日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び矢掛町役場
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
七
十
九
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
指
定
し
た
。

平
成
三
十
年
五
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

福
祉
用
具

コ
ン
フ
ォ
ー
ル
ひ
な
せ

２

所
在
地

岡
山
県
備
前
市
日
生
町
日
生
字
南
椿
ノ
浦
二
五
八
三

一

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
コ
ン
フ
ォ
ー
ル

２

所
在
地

岡
山
県
岡
山
市
南
区
新
保
六
六
六
番
七

三

指
定
年
月
日

平
成
三
十
年
五
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
一
一
〇
〇
八
三
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

福
祉
用
具
貸
与

特
定
福
祉
用
具
販
売

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
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◎
岡
山
県
告
示
第
二
百
八
十
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

平
成
三
十
年
五
月
一
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

更
新
年
月
日

渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク

笠
岡
市
中
央
町
二

八

平
成
三
十
年
四
月
二
十
六
日

－
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〔
二
三
四
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う

）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の

。

と
お
り
契
約
の
相
手
方
等
を
決
定
し
た
。

平
成
三
十
年
五
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
役
務
の
名
称

自
動
車
二
税
身
体
障
害
者
等
課
税
免
除
制
度
の
見
直
し
に
伴
う
税
務
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

二

契
約
期
間

平
成
三
十
年
四
月
四
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
総
務
部
税
務
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
三
十
年
四
月
四
日

五

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
日
立
製
作
所

広
島
県
広
島
市
中
区
袋
町
五
番
二
五
号

六

契
約
金
額

、

、

（

、

、

）

六
八

〇
四
〇

〇
〇
〇
円

う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
五

〇
四
〇

〇
〇
〇
円

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

八

随
意
契
約
の
理
由

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め
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〔
二
三
五
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
に
関
す
る
届
出
に
つ
い
て
、
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
三
十
年
五
月
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

（
仮
称
）
ド
ラ
ッ
グ
コ
ス
モ
ス
鴨
方
店

所
在
地

浅
口
市
鴨
方
町
鴨
方
字
鳥
落
通
二
二
二
三
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

Ｍ
Ｕ
Ｌ
プ
ロ
パ
テ
ィ
株
式
会
社

住
所

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
丁
目
二
二
番
二
四
号

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

葛
谷

悦
敏

３

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品

住
所

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
一
〇
番
一
号
第
一
福
岡
ビ
ル
Ｓ
館
四
階

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

宇
野

正
晃

４

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日

平
成
三
十
年
十
二
月
十
八
日

５

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

千
五
百
三
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル

６

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項

駐
車
場
の
収
容
台
数

六
十
台

(1)

駐
輪
場
の
収
容
台
数

十
八
台

(2)

荷
さ
ば
き
施
設
の
面
積

二
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル

(3)

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
容
量

八
・
一
立
方
メ
ー
ト
ル

(4)
７

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻

(1)
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午
前
九
時

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
閉
店
時
刻

(2)

午
後
十
時

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

(3)

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時
三
十
分
ま
で

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数

三
箇
所

(4)

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

(5)

午
前
零
時
か
ら
午
後
十
二
時
ま
で
（
二
十
四
時
間
）

二

届
出
年
月
日

平
成
三
十
年
四
月
十
七
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

平
成
三
十
年
五
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
浅
口
市
産
業
建
設
部
産
業
振
興
課
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号

災
害
派
遣
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
五
月
一
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

災
害
派
遣
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

災
害
派
遣
手
当
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
備
考
２
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

ホ
テ
ル
営
業
及
び
旅
館
営
業

旅
館
・
ホ
テ
ル
営
業

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
委
嘱
し
た
岡
山
県

労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
三
十
年
五
月
一
日

岡
山
県
労
働
委
員
会

会

長

鷹

取

司

岡
山
県
労
働
委
員
会
あ

せ
ん
員
候
補
者
名
簿

っ

区
分

氏
名

職
業

又
は
前
職

委
嘱
の
日
付

（

）

鷹
取

司
弁
護
士

平
成

年
月

日
2
8

1
1

2
8

公

西
田

和
弘

岡
山
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

平
成

年
月

日
2
8

1
1

2
8

益

山
田
加
寿
子

特
定
社
会
保
険
労
務
士

平
成

年
月

日
2
8

1
1

2
8

委
弁
護
士

妻
鹿
安
希
子

平
成

年
月

日
2
8

1
1

2
8

岡
山
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
准
教
授

労
員

濱
田

陽
子

岡
山
大
学
法
学
部
准
教
授

平
成

年
月

日
2
8

1
1

2
8

働

労
宮
本
ひ
と
み

岡
山
県
教
職
員
組
合
副
執
行
委
員
長

平
成

年
月

日

（

）

2
8

1
1

2
8

委

木
下

幸
男

運
輸
労
連
特
別
執
行
委
員

平
成

年
月

日
働

2
8

1
1

2
8

員
者

阪
口

林
連
合
岡
山
副
事
務
局
長

平
成

年
月

日
2
8

1
1

2
8

委
会

員
古

林
久

和
自
治
労
岡
山
県
本
部
執
行
委
員
長

平
成

年
月

日
2
8

1
1

2
8

委

使
片

山
浩

子
中
国
精
油
株
式
会
社
顧
問

平
成

年
月

日
2
8

1
1

2
8

員
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用
小

野
敏

行
岡
山
県
経
営
者
協
会
専
務
理
事

平
成

年
月

日
2
8

1
1

2
8

者
梶

原
康

彦
梶
原
乳
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

平
成

年
月

日
2
8

1
1

2
8

委
横

山
圭

介
横
山
石
油
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

平
成

年
月

日
2
8

1
1

2
8

員
石

田
敦

志
株
式
会
社
イ
シ
ダ
代
表
取
締
役

平
成

年
月

日
2
8

1
1

2
8

事
小

倉
誠

二
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

平
成

年
４
月

日
2
9

1
3

務局
白

神
達

夫
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局
次
長

平
成

年
４
月

日
3
0

1
2

職員
新

堂
俊

文
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局
総
括
参
事

平
成

年
４
月

日
3
0

1
2
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◎
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
示
第
二
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
聴
会
を

次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

な
お
、
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
（
漁
業
者
の
場
合
は
、
従

事
す
る
漁
業
）
及
び
意
見
の
要
旨
を
平
成
三
十
年
五
月
十
八
日
ま
で
に
書
面
を
も
っ
て
、
当
委
員
会
事

務
局
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
岡
山
県
庁
内
）
へ
提
出
す
る
こ
と
。

、

、

、

、

ま
た

漁
場
計
画
案
は

当
委
員
会
事
務
局

関
係
市
役
所
及
び
関
係
漁
業
協
同
組
合
に
備
え
置
き

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
五
月
一
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

井

本

瀧

雄

一

日
時

平
成
三
十
年
五
月
二
十
二
日
（
火
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
下
石
井
二
丁
目
六
番
四
一
号

ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
三
二

〇
五
一
一

－

三

案
件

海
面
区
画
漁
業
権
一
斉
切
替
に
係
る
漁
場
計
画
案
に
つ
い
て
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◎
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
示
第
三
号

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
規
程
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
五
百
十
六
回
岡
山
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

平
成
三
十
年
五
月
一
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

井

本

瀧

雄

一

日
時

平
成
三
十
年
五
月
二
十
二
日
（
火
）

午
後
一
時
四
十
分
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
下
石
井
二
丁
目
六
番
四
一
号

ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
三
二

〇
五
一
一

－

三

議
題

第
一
号
議
案

公
聴
会
の
意
見
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

海
面
区
画
漁
業
権
一
斉
切
替
に
係
る
漁
場
計
画
の
承
認
に
つ
い
て
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